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No. 25 (1980) 

から，各生薬の粘性を代表する物質合得て，それらの主要構造を明らかにしてきた。近縁植物粘

質物の構造比較研究の一環として？今回オクラの果実から主粘質物を単離し，その性質と構造を

検討した。

〔寓験〕種子を除いた新鮮な果実を細切し，室温で水抽出後エタノールを添加して分離した粗

粘質物を，セチルトリメチルアンモニウムプロミド沈殿法とその塩化ナトリウム溶液のエタノー

ノレによる再沈殿法で精製した。加水分解物の TLC，誘導体の GLC，比色法などで分析し，Taylor岨

Conrad法で、得たカルポキシノレ基還元成績体についても NMR,GLCなどで司調べた。また原粘質

物と還元成績体をメチル化後，加水分解物をアルディトールアセテートに誘導して GC-MSを行

ない，部分加水分解による成績体についても検討した。

〔結果〉精製粕質物は電気泳動，超遠心，およびゲルクロマトグラフィーで単一であり，タ γ

パク質 10.8%を含む複合多糖で，その主体をなす酸性多糖部は，トガラクトース， L－ラムノース，

および D－ガラクツロン酸の等モルで‘構成されている。多糖の主鎖は， α4→2結合されたレラム

ノースと， α－1→4結合された？ガラクツロン酸で交互に構成され， 1/2のラムノース部の4位に

は o-Gal1→•o心al 側鎖が結合してし、る。

〔考察〕従来得たアオイ科植物粘質物と共通の主鎖を有するが，クールクロ γ酸を欠く一方，多

くのラムノースにガラクトース側鎖が結合する特徴がある。

スイセン鱗韮の NativeGlucomannan 

友田正司，横井真恵美，鳥越敦子，丸かほる

〔日本薬学会第100年会（1980年4月）で発表〕

〔闘的〕スイセンの鱗茎が冷水可溶な粘質多糖を含むことは以前から知られており，銅複合体

として精製されたグルコマンナンの構造研究も報告されている。しかしながらそれはアルカリ処

理により変性し水不溶化した多糖であり，今回，原植物に本来存在する粘質多糖の性質と構造を

明らかにする目的で実験を行なった。

（実験〕新鮮な鱗茎をホモジナイズし熱メタノール抽出後，残涯を室温で水抽出しエタノール

添加で得られた粗抽出物を， DEAEーセルロースカラムにかけて水溶出部かb精製多糖を得た。電

気泳動，超遠心，およびゲルクロマトグラフィーで単一性を確かめ，加水分解物の TLCとGLC,

誘導体の GLC，比色法， NMR.などで分析し，メチル化後加水分解物のアルディトールアセテー

トのGC-MS，部分アセトリシス成績体のTLCとGLC，過ヨウ素酸酸化などで構造を検討した。

〔結果〕精製多糖は？マンノース： D－グルコースロ5:1で構成され，22.7%のアセチル基を有

し，分子量は 119000であった。両アルドヘキソースの舟1→4結合による直鎖でおもに構成され

ているが，マンノース残基の一部に3位で分枝があり，非還元末端はすべてマンノースが占める。

水に易溶で、あるが，アルカリ処理による脱アセチル化で水不溶になった。

〔考察〕今回得たクールコマンナンは，従来報告された多糖と構成糖モル比も異なるが，極めて

高含量のアセチノレ基をもっ特徴があり，この存在はわれわれが得た数種の Lilium輔glucomannans

と同様に，性状に大きな影響を与えている。
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